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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第64期 
第２四半期
連結累計期間

第65期 
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 (百万円) 145,751 103,863 280,750

経常利益 (百万円) 15,713 4,568 28,481

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 12,731 5,222 17,588

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 7,734 4,374 6,878

純資産額 (百万円) 208,860 201,528 202,539

総資産額 (百万円) 341,725 325,422 334,100

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 52.12 21.53 72.23

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 61.1 61.9 60.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 16,492 7,040 33,047

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 428 △1,415 △1,695

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △18,313 △6,433 △24,915

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 125,764 134,129 134,314
 

 

回次
第64期 
第２四半期
連結会計期間

第65期 
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり
四半期純利益

(円) 32.25 25.25
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

    ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

    ３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における内外経済は、米中貿易摩擦の継続に加え、新型コロナウイルス感染症の世界

的な拡大と各国で実施された経済活動の制限により、甚大な影響を受けました。

この環境下、当第２四半期連結累計期間の売上高は、コンシューマが921億円（前年同四半期比27.3％減）、シス

テムが95億円（前年同四半期比40.9％減）、その他が21億円（前年同四半期比23.4％減）で1,038億円（前年同四半

期比28.7％減）となりました。

時計は、世界的に緩やかな回復傾向にあり、特に中国は実店舗とＥＣ双方で売上を拡大しました。また、「Ｇ－

ＳＨＯＣＫ」の心拍計、ＧＰＳ機能を搭載したＧ-ＳＱＵＡＤが引き続き好調だったほか、『ＧＭＷ－Ｂ５０００Ｇ

Ｄ』がけん引し、グローバルで「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」のメタルラインが好調に推移しました。楽器は構造改革の早期

完遂により事業収益構造が大幅に改善。「巣ごもり需要」の継続で日・米・欧を中心に「Ｓｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔ」

モデルの売上が拡大するなど、増収となりました。電子辞書は、学校の再開により高校生モデルの販売が復調する

一方で、社会人・シニア向けモデルなどが消費の冷え込みの影響を受け減収。システムは、コロナ影響による需要

減退で減収となりました。

営業利益は、売上高の減少に伴い利益が減少した結果、コンシューマが108億円（前年同四半期比47.8％減）、シ

ステムが24億円の営業損失（前年同四半期 営業損失５億円）、その他が１億円（前年同四半期比13.3％減）、調整

額が△43億円で42億円（前年同四半期比74.7％減）となりました。

また、経常利益は45億円（前年同四半期比70.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は52億円（前年同四

半期比59.0％減）、１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）は21円53銭となりました。

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより、前連結会計年度末比86億円減

少の3,254億円となりました。純資産は、前連結会計年度末比10億円減少の2,015億円となりました。その結果、自

己資本比率は前連結会計年度末比1.3ポイント増の61.9％に改善されました。

当グループ（当社及び当社の関係会社）は今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭

な財務体質の構築に取り組みます。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比１億円減少の1,341億円となり

ました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期比94億円減少の70億円

の収入となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益74億円（前年同四半期 179億円）、運転資金（売上

債権、たな卸資産、仕入債務）の減少額２億円（前年同四半期は減少額26億円）、法人税等の支払額11億円（前年

同四半期 31億円）であります。

EDINET提出書類

カシオ計算機株式会社(E01935)

四半期報告書

 3/22



 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期４億円の収入に対し14

億円の支出となりました。主な内訳は、固定資産の取得による支出42億円（前年同四半期 47億円）、投資有価証券

の取得及び売却・償還による純収入27億円（前年同四半期は純収入51億円）であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローは社債の償還による支出100億円などが

あった前年同四半期と比べて、118億円支出が減少し、64億円の支出となりました。主な内訳は、配当金の支払額54

億円（前年同四半期 61億円）であります。

　

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要

な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は3,340百万円であります。

当グループ（当社及び連結子会社）は、「創造　貢献」を経営理念に掲げ、独創的な製品の開発を通じて社会に

貢献することを目指し、積極的な研究開発活動を行っております。

研究開発体制は、新規事業及び長期的視野に立脚した基礎研究・要素技術開発を担当する事業開発センター、既

存事業に直結した製品化開発を担当する開発本部から構成されております。

当第２四半期連結累計期間においては、事業開発センターから分離・独立したスポーツ健康インキュベーション

センターを新設することで、スポーツ健康ビジネスの早期事業化を図ります。また、開発本部の体制を品目別から

機能別に再編し、各品目が持つ技術と開発リソースを全品目で活用して開発効率を最大化すると同時に、機能別組

織を横断して各品目の開発を円滑に推進するプロデュース制を導入し、開発機能の強化を図ります。

主な成果は次のとおりであります。

 

（コンシューマ）

◎　光る鍵盤で初心者でも楽しめる電子キーボード

高品位な音色と豊かな表現力が特長の“ＡｉＸ音源”を搭載し、初心者から楽器経験者まで幅広い方が楽しめ

る「ＬＫ－５１５」と、軽量・コンパクトサイズでグリップ付きの持ち運びしやすいデザインの「ＬＫ－３１

５」を開発しました。メロディに合わせて光る鍵盤を追いかけることで初心者でも演奏を楽しめるほか、習熟度

に合わせて３段階のステップで練習できる好評の“ステップアップレッスン”機能も搭載しています。「ＬＫ－

５１５」は、人気のＪ－ＰＯＰから話題のアニメソングまで全200曲の内蔵曲に加え、スマートフォンやタブレッ

トの専用アプリから曲を購入し、付属のオーディオケーブルをつないで追加することが可能です。

◎　パソコン・スマホと接続できるラベルライター“Ｌａｔｅｃｏ”

パソコンやスマートフォンでデザインしたラベルを、無線ＬＡＮやＵＳＢを経由して印刷できる「ＥＣ－Ｐ１

０」を開発しました。使い慣れたデバイスで操作することにより文字入力やデザインがしやすいことに加え、専

用アプリに収録されたサンプルからデザインを選ぶこともできるため、より簡単にラベル作成が可能です。ま

た、ユーザーから要望の多かった24ｍｍ幅のテープにも対応。従来の６ｍｍ・９ｍｍ・12ｍｍ・18ｍｍ幅テープ

と合わせて、幅広い用途でのラベル作成が可能です。

◎　Ｗｉ－Ｆｉ対応で電子黒板に画面を投影できる中国向け電子辞書

Ｗｉ－Ｆｉに対応した中国向けの電子辞書「Ｅ－ＸＡ８００／Ｅ－ＸＡ３００／Ｅ－ＸＡ２００／Ｅ－ＸＡ９

９」を開発しました。専用ソフトを使えば、教室内の電子黒板に電子辞書の画面を無線で投影しながら授業がで

きます。また、英語教科書の音声をダウンロードして予習や復習に活用可能です。さらに、中国における新試験

制度や新課程標準に適した新規コンテンツも収録しました。検索時間などの動作速度も新しいＣＰＵを搭載する

ことで向上させたほか、ユーザビリティ調査を基にした新開発ＵＩによる直感的な操作性の実現、繰り返し使用

できる充電池の採用など使い勝手を高めています。
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◎　デュアルコアガード構造を採用した“Ｇ－ＳＨＯＣＫ”

新開発のデュアルコアガード構造を採用した耐衝撃ウオッチ「ＭＴＧ－Ｂ２０００ＢＤ／Ｂ２０００Ｄ」を開

発しました。ケースと裏蓋を継ぎ目なく一体化させたカーボンモノコックケースをメタルで包み込むことで、金

属と樹脂の特長を融合させた“ＭＴ－Ｇ”シリーズらしく、軽量でありながら外観での美しいメタルの存在感を

際立たせました。性能面では、衝撃・遠心力・振動に耐える強化構造「ＴＲＩＰＬＥ Ｇ ＲＥＳＩＳＴ」を備え

るほか、３つのデュアルコイルモーターによってスピーディーな運針を可能にしています。さらに、標準電波の

受信機能に加えて、スマートフォンの専用アプリと連携して海外での時差も自動で修正できます。

 
(5) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産及び販売の実績に著しい変動がありました。その内容については、

「(1) 財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであります。

 
① 生産実績

当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

コンシューマ 82,491 △29.6

システム 7,912 △46.4

その他 1,391 △23.1

合計 91,794 △31.4
 

(注) １　金額は販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

② 受注実績

当グループ（当社及び連結子会社）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 
③ 販売実績

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

コンシューマ 92,101 △27.3

システム 9,564 △40.9

その他 2,198 △23.4

合計 103,863 △28.7
 

(注) １　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(6) 主要な設備

設備の新設、除却等の計画

設備投資計画（新設・補充）につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大により合理的に算定することが困

難なことから、前連結会計年度の有価証券報告書提出日現在においては未定としておりました。

当グループの当連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）の設備投資計画（新設・補充）は

4,500百万円であり、セグメントごとの内訳は次のとおりであります。

 

セグメントの名称
投資予定額
(百万円)

設備等の主な内容・目的

コンシューマ 3,700 新機種生産設備及び開発体制の強化のための設備等

システム 400 新機種生産設備及び開発体制の強化のための設備等

その他 200 新機種生産設備及び生産性向上のための設備等

全社 200 新技術開発・生産技術・基礎研究設備、情報技術関連設備等

合計 4,500 ―
 

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記設備投資計画に伴う所要資金については、主として、自己資金を充当する予定であります。

３　経常的な設備の更新のための除売却を除き、重要な設備の除売却の計画はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 471,693,000

計 471,693,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 259,020,914 259,020,914 東京証券取引所（市場第一部）
単元株式数は100株
であります。

計 259,020,914 259,020,914 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

― 259,020 ― 48,592 ― 14,565
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(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％)

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１－８－12 45,881 18.91

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２－11－３ 36,352 14.98

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 12,985 5.35

有限会社カシオブロス 東京都港区赤坂２－19－８ 10,000 4.12

株式会社ＳＭＢＣ信託銀行 東京都港区西新橋１－３－１ 6,365 2.62

GOLDMAN SACHS & CO .REG(ゴー
ルドマン・サックス証券株式会
社)

200 WEST STREET NEW YORK, NY, USA
（東京都港区六本木６－10－１）

6,193 2.55

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 5,750 2.37

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 4,097 1.69

公益財団法人カシオ科学振興財
団

東京都渋谷区本町１－６－２ 3,350 1.38

樫尾隆司 東京都世田谷区 3,289 1.36

計 ― 134,265 55.34
 

(注) １　上記の信託銀行所有株式には、信託業務に係る株式が次のとおり含まれております。

株式会社日本カストディ銀行 45,881千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 36,352千株

株式会社ＳＭＢＣ信託銀行 6,365千株
 

２　上記のほか、当社所有の自己株式16,414千株があります。

３　株式会社三井住友銀行は上記のほか、当社株式6,365千株(2.62％)を退職給付信託に拠出しており、議決権

行使については同行が指図権を留保しております。なお、当該株式数は株式会社ＳＭＢＣ信託銀行の所有株

式数に含まれております。

４　2020年４月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、株式会社三菱ＵＦＪ

銀行ほか３社が2020年４月13日現在、17,701千株(6.83％)を保有している旨、2020年４月22日付で公衆の縦

覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、日本生命保険相互会社ほか２社が2020年４月15日

現在、20,196千株(7.80％)を保有している旨、2020年７月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告

書の変更報告書において、野村證券株式会社ほか２社が2020年７月15日現在、18,752千株(7.24％)を保有し

ている旨、2020年７月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、株式会社

三井住友銀行ほか１社が2020年７月15日現在、15,312千株(5.91％)を保有している旨、2020年10月６日付で

公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、三井住友信託銀行株式会社ほか２社が

2020年９月30日現在、17,244千株(6.66％)を保有している旨が記載されておりますが、当社として当第２四

半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができないため、上記「大株主の状況」では考慮してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 16,414,200

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 242,366,500
 

2,423,665 ―

単元未満株式 普通株式 240,214
 

―
１単元(100株)
未満の株式

発行済株式総数 259,020,914 ― ―

総株主の議決権 ― 2,423,665 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,100株(議決権

21個)含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式79株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
カシオ計算機株式会社

東京都渋谷区本町
１－６－２

16,414,200 ― 16,414,200 6.34

計 ― 16,414,200 ― 16,414,200 6.34
 

(注)　このほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権10個)あ

ります。なお、当該株式数は「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含まれておりま

す。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

カシオ計算機株式会社(E01935)

四半期報告書

 9/22



第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 71,696 104,520

  受取手形及び売掛金 33,701 28,301

  有価証券 48,000 32,999

  製品 36,008 36,874

  仕掛品 6,324 4,944

  原材料及び貯蔵品 10,818 8,606

  その他 21,330 5,250

  貸倒引当金 △491 △638

  流動資産合計 227,386 220,856

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 33,551 33,540

   その他（純額） 26,029 25,090

   有形固定資産合計 59,580 58,630

  無形固定資産 8,459 8,286

  投資その他の資産   

   投資有価証券 21,077 19,350

   退職給付に係る資産 7,924 8,292

   その他 9,737 10,074

   貸倒引当金 △63 △66

   投資その他の資産合計 38,675 37,650

  固定資産合計 106,714 104,566

 資産合計 334,100 325,422
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 23,603 15,735

  短期借入金 186 191

  1年内返済予定の長期借入金 25,000 25,000

  未払法人税等 1,454 2,207

  製品保証引当金 762 755

  事業構造改善引当金 918 696

  その他 35,145 34,870

  流動負債合計 87,068 79,454

 固定負債   

  長期借入金 37,847 37,977

  事業構造改善引当金 860 860

  退職給付に係る負債 1,105 1,128

  その他 4,681 4,475

  固定負債合計 44,493 44,440

 負債合計 131,561 123,894

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 48,592 48,592

  資本剰余金 65,042 65,056

  利益剰余金 118,347 118,111

  自己株式 △24,875 △24,816

  株主資本合計 207,106 206,943

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,455 3,979

  為替換算調整勘定 △7,490 △7,613

  退職給付に係る調整累計額 △1,532 △1,781

  その他の包括利益累計額合計 △4,567 △5,415

 純資産合計 202,539 201,528

負債純資産合計 334,100 325,422
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 145,751 103,863

売上原価 82,098 59,737

売上総利益 63,653 44,126

販売費及び一般管理費   

 給料手当及び賞与 16,325 15,296

 その他 30,666 24,618

 販売費及び一般管理費合計 46,991 39,914

営業利益 16,662 4,212

営業外収益   

 受取利息 400 153

 受取配当金 115 77

 為替差益 ― 300

 その他 174 115

 営業外収益合計 689 645

営業外費用   

 支払利息 127 115

 為替差損 1,251 ―

 その他 260 174

 営業外費用合計 1,638 289

経常利益 15,713 4,568

特別利益   

 固定資産売却益 11 3

 投資有価証券売却益 2,993 4,818

 特別利益合計 3,004 4,821

特別損失   

 固定資産除却損 65 47

 事業構造改善費用 ― ※  1,832

 投資有価証券評価損 ― 49

 競争法関連損失 505 ―

 役員特別功労金 200 ―

 特別損失合計 770 1,928

税金等調整前四半期純利益 17,947 7,461

法人税等 5,216 2,239

四半期純利益 12,731 5,222

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,731 5,222
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 12,731 5,222

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,972 △476

 為替換算調整勘定 △2,810 △123

 退職給付に係る調整額 △215 △249

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 ―

 その他の包括利益合計 △4,997 △848

四半期包括利益 7,734 4,374

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 7,734 4,374

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 17,947 7,461

 減価償却費 5,547 5,318

 固定資産除売却損益（△は益） 54 44

 投資有価証券売却損益（△は益） △2,993 △4,818

 投資有価証券評価損益（△は益） ― 49

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1 26

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △405 △368

 受取利息及び受取配当金 △515 △230

 支払利息 127 115

 為替差損益（△は益） △546 △445

 売上債権の増減額（△は増加） 3,177 5,275

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,462 2,728

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,027 △7,742

 その他 △129 812

 小計 21,698 8,225

 利息及び配当金の受取額 638 315

 利息の支払額 △125 △114

 特別退職金の支払額 △2,601 △274

 法人税等の支払額 △3,118 △1,112

 営業活動によるキャッシュ・フロー 16,492 7,040

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △168 △340

 定期預金の払戻による収入 170 339

 有形固定資産の取得による支出 △2,432 △2,090

 有形固定資産の売却による収入 20 5

 無形固定資産の取得による支出 △2,293 △2,137

 投資有価証券の取得による支出 △5 △3,004

 投資有価証券の売却及び償還による収入 5,190 5,796

 その他 △54 16

 投資活動によるキャッシュ・フロー 428 △1,415

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △60 4

 長期借入れによる収入 4,000 ―

 社債の償還による支出 △10,000 ―

 自己株式の取得による支出 △5,003 △2

 リース債務の返済による支出 △1,092 △977

 配当金の支払額 △6,158 △5,458

 その他 0 ―

 財務活動によるキャッシュ・フロー △18,313 △6,433

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,194 623

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,587 △185

現金及び現金同等物の期首残高 132,208 134,314

連結子会社の決算期変更による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△2,857 ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 125,764 134,129
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設されたグ

ループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目について

は、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号

2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基

づいております。

 
(会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した繰延税金資産の回収可能性に関する会計上の見積りに

おける新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 輸出手形割引高

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

輸出手形割引高 319百万円 440百万円
 

 

２ 当グループ（当社及び連結子会社）は、運転資金の効率的な調達を行うため主要取引金融機関と特定融資枠契約

を締結しております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

特定融資枠契約の総額 51,800百万円 51,800百万円

借入未実行残高 51,800百万円 51,800百万円

契約手数料 41百万円 19百万円
 

(注)　契約手数料は営業外費用の「その他」に含めて表示しております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　事業構造改善費用

データプロジェクター事業の構造改革に伴う資産廃棄損、固定資産の減損損失、その他関連費用等であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金勘定 77,168百万円 104,520百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△404百万円 △390百万円

償還期間が３ヶ月以内の債券等 36,000百万円 29,999百万円

現先短期貸付金 13,000百万円 ―百万円

現金及び現金同等物 125,764百万円 134,129百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

１　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 6,158 25 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決　議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月７日
取締役会

普通株式 5,458 22.5 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金
 

 

 
３　株主資本の金額の著しい変動

 当社は、2019年６月３日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、当第２四半

期連結累計期間において自己株式が5,000百万円増加しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 5,458 22.5 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決　議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月10日
取締役会

普通株式 5,459 22.5 2020年９月30日 2020年12月９日 利益剰余金
 

 

 
３　株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）
 

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ コンシューマ システム その他 合計

売上高       

　(1) 外部顧客への売上高 126,698 16,185 2,868 145,751 ― 145,751

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高

0 26 3,978 4,004 △4,004 ―

計 126,698 16,211 6,846 149,755 △4,004 145,751

セグメント利益
又は損失（△）

20,728 △588 181 20,321 △3,659 16,662
 

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,659百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△3,659百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）
 

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ コンシューマ システム その他 合計

売上高       

　(1) 外部顧客への売上高 92,101 9,564 2,198 103,863 ― 103,863

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高

0 20 3,060 3,080 △3,080 ―

計 92,101 9,584 5,258 106,943 △3,080 103,863

セグメント利益
又は損失（△）

10,818 △2,462 157 8,513 △4,301 4,212
 

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△4,301百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△4,301百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益 52円12銭 21円53銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 12,731 5,222

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

12,731 5,222

普通株式の期中平均株式数(千株) 244,279 242,579
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

第65期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）中間配当について、2020年11月10日開催の取締役会において、

2020年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                  　           5,459百万円

②　１株当たりの金額      　                　   22円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　2020年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

カシオ計算機株式会社(E01935)

四半期報告書

20/22



独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2020年11月13日
カシオ計算機株式会社
取締役会  御中

 
有限責任 あずさ監査法人
 
 　東京事務所　
 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員  公認会計士 川瀬　洋人 ㊞

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員  公認会計士 岩宮　晋伍 ㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 

 公認会計士 宮原　さつき ㊞

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るカシオ計算機株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間（2020年７月１日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から

2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カシオ計算機株式会社及び連結子

会社の2020年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認

められなかった。
 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正

に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表

の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求め

られている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連

結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連

する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基

礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価

する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関し

て責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー

上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽

減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。
 

以  上
　

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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